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9乳児期の遊び環境と保育者のかかわり
―１歳児クラスの観察から―
伊藤　美保子※ 1・西　隆太朗※ 1・宗髙　弘子※ 2
Providing Play Environments and Creating Caring Relationships
with One-year-olds in Nursery Schools
Mihoko Ito, Ryutaro Nishi and Hiroko Munetaka
　Providing play environments and caring relationships is vital in infant classes in 
nursery schools. To explore the subtle interaction and the caring environment, we 
continuously observed and video recorded play scenes in a class of one-year-old children. 
The episodes of caring relationships between the nursery teacher and children showed 
how the teacher delicately responds to the children’s spontaneous action, and then 
intermediates and inspires other childrens' interest and spontaneous play.
　The play environment in this class was constantly changing as the children in the 
class developed. We found the responsiveness to the children’s development and the 
trusting relationship in school life quite important in providing a caring relationship and 
a suitable environment.
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問題
　乳児期の子ども達が育っていく中で、遊
びは大きな役割を果たしている。保育の中
で遊びが十分に展開されていくには、子ど
も達のその時期の状況や発達にふさわしい
遊び環境と、保育者の人間的なかかわりが
重要である。
　筆者らは、乳児期の遊び環境と保育者の
かかわりについて、継続的な観察研究を
行ってきた（伊藤・宗髙・西，2015; 伊藤・
西・宗髙，2016; 伊藤・西・宗髙，2017; 西・
伊藤，2017）。本研究は、前回行った 0 歳
児クラスでの観察研究（伊藤・西・宗髙，
2016）に基づき、同じ枠組みを用いて、引
き続き 1 歳児クラスでの観察研究を行った
ものである。
　したがって、先行研究および研究の方法
論の詳細な検討については、伊藤・西・宗
髙（2016）を参照されたい。ここではその
概要のみを示すこととする。
　1 歳児をはじめ、乳児期のクラスでは、
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トには保育者自身が言語化できた部分だけ
が示されるから、保育者の自己把握を調査
するには適しているが、先に述べたように
保育の中の単純に言語化しがたい部分を捉
えるには、今回のような観察が適している
と言えるだろう。
　映像や観察を用いた先行研究には、子ど
も達の「動線」をはじめ、行動の次元での
情報を資料とするものが比較的多い。この
点でも、関与観察による研究は、行動を中
心とする研究よりは、遊びの中身に触れる
ことを可能にするであろう。
　また、保育の実践書では、乳児保育が比
較的早くから取り上げられ、保育者が積み
重ねてきた実践知に基づき、乳児保育に
とって望ましいと考えられる環境が例示さ
れている。本研究では、こうしたものを踏
まえつつ、それが一つの園の中でどのよう
に実践されているか、またそうした環境の
中で子ども達はどのように遊び、保育者は
どのようにかかわっているかを、観察に
よってより具体的に示すこととしたい。
　保育は具体的な実践とかかわりによって
成り立つことから、関与観察による事例研
究が意義を持っている。その意義について
はすでに論じられてきているので、そちら
を参照されたい（河合，1993; 西，2013）。
以下、前回の研究に引き続き、1 歳児クラ
スでの具体的な保育の展開を見ていくこと
としたい。
　本研究は、1 歳児クラスの遊び環境と保
育者のかかわりについて、保育実践の観察
を通して、質的な観点からの事例研究を行
い、1 歳児保育への実践に即した理解を深
めるものである。
方法
　X 年 4 月から一年間、A 保育園の 1 歳
児クラスを毎週訪れ、午前中の約 1 時間、
遊びの様子を観察し、ビデオ等を用いて記
月齢による発達の差が大きい。こうしたク
ラスの中で、一人ひとりの子どもが自ら能
動性を持って遊ぶことができ、同時に子ど
も達どうしでも楽しみを分かち合えるよう
な、自由な空間、興味・関心を触発する遊
具等の環境を用意するには、さまざまな工
夫が求められる。また、物的環境ばかりで
なく、子ども達の心の拠り所となり、人間
的な応答によって子ども達を支える保育者
のあり方や、一つひとつの細やかなかかわ
りのありようも重要である。
　こうした乳児保育の実際、とくに遊び環
境や保育者のかかわりに関する研究は、近
年になって増えつつあるところである。こ
れらの研究のほとんどは、１）保育者への
アンケートやインタビューによる調査（阿
部，2003）、または２）乳児クラスでの遊び
や動線、各コーナーへの滞在時間等につい
て、行動の次元を中心に記録し、子ども達
に共通する傾向を見出すものである（汐見
ほか，2002; 松本ほか，2017）。より具体的
なものとしては、３）保育の経験者が考え
る望ましい遊び環境やかかわりを図示した
実践書等がある（大阪保育研究所，2001）。
　これに対して筆者らは、乳児保育の実際
を継続的な関与観察によって捉える事例研
究を行っている。映像を用いた観察方法や、
自ら保育の中に身を置いて行うフィールド
ワーク的な手法は、環境の具体的なありよ
うや、子ども達や保育者の表情、場の雰囲
気、保育の流れや子ども達の遊びのコンテ
クストなど、容易には言葉にしつくすこと
のできない次元にも触れることができる。
この点は、上述した先行研究とは異なる特
色である。先行研究には上に挙げた 3 つの
タイプがあるが、以下にそれらと本研究と
の違いを示す。
　今回のような関与観察による研究は、た
とえばアンケートやインタビューによる調
査とは異なる特色を持っている。アンケー
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室内の空間構成、（2）室内の遊び環境、（3）
園庭の遊び環境、（4）保育者のかかわりと
して取り上げ、それぞれに考察する。
保育の観察とその考察
室内の空間構成
　すでに述べたように、1 歳児は月齢によ
る発達の差が大きいクラスである。した
がって、保育環境もクラスの子ども達の成
長や時期に応じて変化させていく必要があ
る。今回は年間を通じて同じクラスを観察
することによって、室内の空間そのものが
変化していく過程を見ることができた。
観察 1　6 月の保育室
　観察を開始した年度はじめからしばらく
は、午前睡をとる子どもと、もう少し大き
くなってそうしない子どもがいる状況であ
り、そのため遊びの空間と午前睡の子ども
の空間を分けている。
観察 2　8 月の保育室
録を取った。映像を含めて記録を研究に用
いることについては、園から保護者に了解
を得ている。
　このクラスには、前回の研究で観察した 0
歳児クラスの子ども達もある程度進級してき
ているが、新たに入園した子ども達もいる。
　A 保育園の 3 歳未満児クラスでは、育
児担当制によるきめ細やかなかかわりがな
されている。担当制による保育では、一人
ひとりの子どもについて、その場その場で
担当する保育士が変わるのではなく、特定
の保育士が安定したかかわりを持つことに
よって、情緒の安定と愛着の形成を図って
いる。とくに生活場面では、その子の生活
リズムや必要に即して担当保育士が丁寧に
かかわる一方、遊びの場面では他の保育士
を含めてかかわりを広く豊かなものにして
いる（注 1）。この園での担当制の実際と
その詳細については、伊藤・宗髙・西（2015）
を参照されたい。
　観察や記録・撮影は、乳児保育の経験を
持つ研究者が行った。筆者らは子ども達と
も自然な形でかかわりながら、A 保育園で
の観察を継続して行っており、保育の流れを
できる限り妨げない形で行っている。乳児保
育とその環境を理解する上では、言語化し
がたい側面を捉えることが重要であるため、
関与観察とともに、映像が有用な手段となる。
　映像を用いた保育の研究においては、機
械的に記録するばかりでなく、保育理解に
基づいた場面選択が必要だと考えられてい
る（津守，1974; 岸井，2013）、ここでは１
歳児保育にとって重要と思われる場面を、
（1）遊びと保育者のかかわり、（2）遊びの
環境とその変化として取り上げた。場面の
具体的な選択やその理解については、保育
を離れた選定基準を設けるのではなく、人
間学的な保育学の視点を取り入れて行った
（津守，1974; 西，2013）。
　以下、写真とともに、観察結果を（1）
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とりの発達に応じた保育」とはよく言われ
ることではあるが、こうした丁寧な保育は、
たとえば空間そのものを変えていくことに
よっても支えられている。
室内の遊び環境
　観察期間が長期にわたるため、年度の前
半（春から夏）と後半（秋から冬）に分け
て取り上げる。
　室内の遊び環境（春から夏）　「出した
り、入れたり」や、「隠れたり、出てきた
り」といった、この時期の子ども達が好む
遊びができる遊具がさまざまに用意されて
いる。0 歳児のころから楽しんできた遊具
と同じものも、引き続きいくらかは含まれ
ている。同じ遊具でも複数用意されており、
同じ遊びをしたい子ども達に行きわたるよ
う配慮されている。タオル地やフェルトな
ど、柔らかくて温かみのある素材を使った
手作りおもちゃも多い。おもちゃの色合い
も、原色そのものというよりは、やはり優
しいものになっている。
観察 4　室内の遊具（春から夏）
　また、遊具は子どもから見えなくなるよ
うな収納ではなくて、子ども達が自分自身
の興味に従って手にとり、自由に遊びが展
開できるような棚に配置されている。子ど
もが自ら主体性・能動性を発揮できる自由
な保育は、たとえば遊具を配置する環境の
　夏になると、子ども達の成長によって、
午前睡が必要ではなくなり、遊びの空間が
少し広がっている。手前のテーブルがある
空間は、食事等にも用いられている。担当
制の保育では、子どもの生活リズムを大切
にするため、まだこの時期には全員が一斉
に食事するというような形を取らない。一
人ひとり、また家庭によって生活の状況や
朝食の時間も異なるので、一律にお腹が空
いたり眠くなったりするわけではないか
ら、その子に応じた生活を担当の保育士と
ともにすることによって、家庭的な保育を
実現している。昼食時は、ある子ども達が
食事をしているとき、向こうでは別の子ど
も達が遊んでいるといった形になるので、
生活の空間と遊びの空間に若干の仕切りを
設けている。
観察 3　10 月以降の保育室
　秋ごろからは、遊びの空間と生活の空間
との仕切りが外された。1 歳ごろの子ども
達の関心はあちらこちらに向かうものだ
が、あえて仕切りがなくても、それぞれの
子どもにとっての遊びの時間、食事の時間
などが、安定して持てるようになってきて
いることの表れと考えられる。
　観察 1 から 3 に見るように、子ども達そ
れぞれ、またクラス集団の発達の状況に応
じて、室内の空間構成が時とともに変化し
ていく様子を見ることができた。「一人ひ
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のバランスを取りながら、保育士や筆者ら
のところに楽しげに行ったり来たりを繰り
返していた。その楽しそうな様子に触発さ
れて他の子ども達も同じような遊びをし始
めている。
　遊具には、ある程度遊び方も想定されて
いるが、1 歳児クラスの子ども達は、同じ
一つの遊具からもそのときの自分自身の思
いや発達に応じて、自分らしい遊び方を作
り出す。遊びの楽しみは、運動も上手になり、
案外と重いものも使いこなせるようになっ
てきた、自分自身の力を発揮する楽しみに
よっても広がるし、同時に喜びをともにす
る保育者の存在や、同じ時期の幼い友達に
よっても高められ、存分に広がっていく。
観察 7　押し箱を使って
　歩くことも随分上手になってきた子ど
も達のために、室内でも運動遊びのできる
環境が用意されている。押し箱は入って楽
しんだり、乗り物としても使うことができ
る。ここでは箱に入っている友達と向か
いあって、乗り物のように押してあげなが
ら、ともに楽しんでいる様子を見ることが
できるし、その楽しさを保育士も分かち
合っている。1 歳児にとっては、腕や足腰
など、相当な運動能力を発揮しているが、
それも友達や保育士とのかかわりの中で、
訓練などではなく、自然な楽しみの中で展
開している。
あり方によっても支えられている。
観察 5　出したり、入れたり
　この時期の子ども達が好む「出したり、
入れたり」の遊びが繰り返し楽しめるよう、
さまざまな遊具が用意されている。この遊
具では、壁に穴の空いた箱が取り付けられ、
穴の形に合わせて円盤を入れると、下の籠
に入るようになっている。穴の向きに合わ
せて入れることも、子どもはさまざまに試
しながら楽しむし、また壁に遊具があるこ
とによって、立ち上がる、しゃがんで集め
るなど、ちょうど得意になってきた移動運
動も同時に促されている。
観察 6　バランスを取って歩く
　これは、紐の両端に重みのある袋がつけ
られた遊具である。子ども達は引っ張った
り、持ち上げたり、さまざまな遊び方をす
るが、ここでは首から提げて、上手に重み
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観察 9　どこまでも続く道
　入れたり、出したり、運んだり、引っ張っ
たりといった動きの遊びに加えて、子ども
達のイメージが広がってきたことから、よ
り見立ての広がる遊びが増えてくる。ここ
では子ども達が車のおもちゃを友達どうし
で走らせているうち、サッシの枠も道路と
なって、背の届く限り一緒に走らせている。
決められた道路だけでなく、自分自身で見
出した場所を走らせることで、大人が思う
以上の楽しさが広がっている。
観察 10　ともにいる楽しさ
　先ほども押し箱が使われていたが（観察
7）、ここでは二人の友達が仲良く収まっ
て、ともにいる楽しさを体験できる居場所
となっている。まだ言葉で多くのやりとり
をするというわけではないが、他ならぬこ
の子と一緒にいたいという個性を互いに認
め合いながら遊ぶことが増えてくるように
　室内遊びの環境（秋から冬）　子ども達
の発達に合わせて、室内に用意された遊具
も変化している。指先の動きが上手になっ
てきたことから、ボタンの付け外しができ
るようなフェルトの遊具があったり、積み
木や紙箱の車両など、組み合わせて構成し
ていける遊びも広がってきている。
観察 8　室内の遊具（秋から冬）
　また、子ども達のイメージが広がってく
るのも発達の表れであり、それに応じて、
色とりどりのジュースを飲んだり、友達に
振舞ったり、人形などを使った見立て遊び
を喜んだりするようになってくるが、それ
が自由に展開できるようなおもちゃが用意
されている。絵本についても、好きなもの
を自分で取り出したり、絵本棚のそばにあ
るソファで保育者とともにゆったりと読む
こともできる環境がある。ものの名前を憶
えて分かるようになったことから、指さし
て気づきを伝えたり、絵本の中身をそれま
で以上に楽しむようになってくる。それに
伴って動物や食べ物が描かれたもの、繰り
返しが楽しめるものなど、用意されている
絵本の種類もより広がっている。
　色にも関心が出てくる時期なので、先に
触れた色とりどりのジュースや、赤・青・
緑などのフェルトを使った手作りおもちゃ
など、色の違いを意識しながら遊べるよう
な遊具も数多く用意されている。
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　肋木でできており、中に入ることもでき、
外からも中を見ることのできる木製トンネ
ルは、0 歳児のクラスにもすでにあったが、
1 歳児では運動能力の発達により、遊び方
がさらに広がっている。中を這って進むだ
けでなく、上によじ登ることもできる。中
からも外からも見えることで、子ども達ど
うしのやりとりや、一緒にやって見ようと
する気持ちも生まれてくる。
観察 13　 運動遊びの環境（遊具の組み合わせ）
　室内にも運動遊びの環境が用意されてい
ることはすでに述べた。0 歳児のクラスにも
クッション巧技台が用意され、登ったり降り
たりをさまざまに楽しむことができたが、1
歳児クラスでは段差もさらに大きくなり、より
ダイナミックな遊びができるようになる。
　ここではクッション巧技台と手作りの遊具
が組み合わされ、園庭なら総合遊具と呼ば
れるような環境のちょっとした室内版が作ら
れている。真ん中に柱のように立てられてい
る手作り遊具は、観察 7 ではコの字型を二
つ組み合わせてロの字にして使っていたもの
である。ちょうど歩いて登ったり降りたりする
力を発揮したい時期の子ども達に、彼らの
興味を引きつけるような遊具を組み合わせ、
保育者が子どもの喜びを分かち合い、受け
止めていることで、多くの子どもが加わる運
動遊びが広がっていった。
思われる。押し箱を使った遊び方も、子ど
も達の思いによってさまざまであり、遊具
とはあらかじめ遊び方が決められたものと
いうよりも、子どもの心によって生かされ
るものであるように思われる。
観察 11　ごちそうさま
　人形にレンゲを使ってお手玉のごはんを一
生懸命に食べさせてあげている。十分食べ
たところで、満面の笑顔で「ごちそうさま」
と言った。
　冬になり、2 歳児に近づきつつある時期で
はあるが、それでも人形を抱えるのがやっと
の腕で、懸命に、そして楽しみながら人形の
赤ちゃんにごはんをあげている。自分自身も
ついこの前まで離乳食からごはんを食べさせ
てもらっていた子どもが、今度は自分自身食
べさせてあげる側になり、自分がされるだけ
でなく、誰かを世話したり満足させようと自
ら思うこと、またそのことで自分自身も満ち
足りた喜びを感じられることには、どの子も
楽しむこととはいえ、いつも驚かされる。
観察 12　運動遊びの環境（木製トンネル）
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観察 16　トンネルを抜ける
　総合遊具の中にある、縄でできたトンネ
ルをくぐり抜けた瞬間、満足げな笑顔を浮
かべているところである。1 歳児クラスの
冬ではあるが、こうした環境があることに
よって、その時期としてはかなりの運動能
力が発達していることが分かる。そのこと
を目的にして訓練するのではなく、触発す
る環境があることによって、自然と楽しみ
ながら挑戦し、力を発揮していくのである。
その後ろでは保育士が声をかけながら見守
り、この子の満足と同時に、「できた！」
と喜びをともにし、子ども達の挑戦を無理
強いすることなく支えている。
保育者のかかわり
　子ども達の遊びは、物的な環境を与える
ことだけではなく、ともにいる保育者の人
間的で細やかなかかわりによって支えられ
ている。その具体例を見てみたい。
観察 17　どの子も楽しめるように
園庭の遊び環境
　0 歳児クラスの後半からは園庭での遊び
も増えてきていたが、1 歳児クラスではさ
らに園庭でできることや遊びの幅が広がっ
ている。
観察 14　築山にて
　園庭の築山にも保育士とともに登ること
ができるようになり、ここでは斜面を友達
と一緒にすべり降りることを楽しんでいる
様子を見ることができる。
観察 15　総合遊具にて
　総合遊具もまだ 1 階の部分ではあるが、
階段を自分で登ったり、小さい方の滑り台
を降りたりすることを楽しんでいる。保育
者も一緒になって遊ぶことで、子ども達の
楽しみが広がっている。
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で、保育者がいつもしているようなわらべ
うた遊びを始める子もいる。向こうで自分
の好きな遊びをしていた子も、響きに耳を
傾けながら、また自分の遊びを楽しむ。わ
らべうたに沿ってみんなが一律に動いたり
歌ったりするのではなく、それぞれに自分
自身の主体的な思いを生かして楽しむ中
で、また保育者のそばにいる信頼感の中で、
穏やかな歌声で包まれた一つの空間が生ま
れている。
考察
発達に応じた環境の変化
　0 歳児クラスも変化の大きいクラスであ
るが、それに応じた環境の変化とその具体
的なあり方は、まだ十分論じられていない
ことを前回の研究で示した（伊藤・西・宗
髙，2017a）。
　1 歳児クラスにおいても、年間を通じて
発達してゆく子ども達や、月齢による違い
に応じて、さまざまな配慮が必要になる。
　クラスの子ども達の発達に応じて、生活
も遊びも変わってくるが、その容器とも言
える保育室の空間構成も変わってくること
が示された（観察 1・2・3）。また、1 歳児
クラスの後半では、子ども達のイメージの
広がりがより豊かになり、それに伴って
用意された遊具や、同じ者でもその遊び
方が広がっていくことが示された（観察 4
〜 13）。移動運動の発達に応じて、室内で
も運動遊びの環境が工夫され（観察 6・7・
12・13）、園庭での運動遊びも広がっていっ
た（観察 14 〜 16）。
　保育者は子どもの発達をよく知っておく
ことが必要だと言われる。ただ単にどの時
期のこどもはどんな遊びを好むといったこ
とだけでなく、クラスの子ども達一人ひと
りの発達を、日々感じ取り、それに応え
ていくという、応答的な理解が必要であ
ろう。実践家の省察について論じた Schön
　保育者の目の前にいる子は、入れ物にお
もちゃのブロックを入れる遊びをしてお
り、保育者は上手に入れられた喜びをとも
にしながらやりとりをしている。もう少し
月齢の幼い子どもは、保育士の膝に抱かれ
ており、向かいの子の遊びを見ている。保
育者は入れ物に入ったブロックの音を、膝
の上の子どもにも聞かせてあげたりしなが
ら、同時に入れたり出したりの遊びにも声
をかけて見守っている。
　1 歳児の子ども達が遊ぶときには、発達
の差が大きいことから、みんなが一斉に同
じ遊びを与えられて長時間集中するという
わけにはいかない。ここで保育者は、何か
一つの遊びが展開されているとき、同じよ
うには遊んでいない発達の違う子どもに
も、ともに楽しめるようにつないでいる。
言葉ですべてが通じるわけでもない時期で
もあり、声だけでなく、ものや音や表情を
通じて伝えている。さりげないかかわりの
中に、発達の違う子ども達一人ひとりを受
け止めながら、どの子も楽しめるような遊
びの空間を作る配慮を見ることができる。
観察 18　わらべうたが包む空間
　膝の上に座っている子どものために保育
者がわらべうたを歌い始めると、子ども達
がそれに惹かれて集まってきた。保育者の
膝に乗ったり、そこにくっついてきたりす
る子どももいれば、隣で子どもどうし二人
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園での一日を支える生活についても、細や
かに接しながら、自然な流れを作っていく
ことが必要だと考えられる。
注
１） 本稿では、保育の制度面や保育園運営
にかかわることについては「保育士」
を用いるが、それ以外の子どもとのか
かわりについて考える際にはより広い
用語である「保育者」を用いる。
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